








ソーシャルワーカー（所長）

大㟢　孝

【趣味活動】
将棋・花札が流行中！！同世代の方とゲー
ムを一緒にすることで、気の合う仲間に変
わりご利用者同士で楽しまれています。「負け
て悔しい！」という前向きな発言も聞かれ、男性だ
けでなく女性も大活躍！皆さん真剣勝負です。

【笑顔になれるデイサービスセンター】

ご利用者が楽しく安心して過ごせることをコンセプトにしていま

す！広い敷地のロータリーで季節のお花を眺めながら歌やお話

を楽しまれています。

【自慢の畑】
昨年度拡張工事を行った畑で今年度はトウモロコシ
の苗作り・苗植え、じゃが芋の種付けを行いました。
ご利用者の見守る中、上井出保育園児を招いてじゃ
が芋堀体験を行いました。園児・ご利用者共に素
敵な“笑顔”が見られました！

【しらいと作品展】
活動で取り組んだ塗り絵を展
示し、最優秀賞・特別賞受
賞者には賞状授与があります。
他ご利用者の作品を見ること
で向上心があがり、「やってみ
ようかな？」という意欲向上にも
つながっています。

しらいと
デイサービスセンタ

ー

ソーシャルワーカー（所長）
栗島　克枝

【出張販売】
一人暮らしや、外出に困難を感じている方でも買い物は楽しみの1つです。買う楽しみや選ぶ楽しみなど、買い物には色んな要素があり、「次はいつ来るの？」と聞かれることもあります。

【昼食づくり】
週2回、ご利用者と一緒に昼
食を作っています！！地元の特産
品（五平餅）をメニューに取り
入れています。

【園芸活動】
今年はきゅうり、エンドウ、インゲン、トマト、
サトイモ、青シソが元気に育っています。送
迎車を降りて野菜の成長を確かめるなど、野
菜の成長をご利用時に見るのも楽しみの1つ
です！！

【野菜の先生】
ご利用者が隣接する熊小学校の生徒たちに、野菜作りの知恵や工
夫を伝えています。「野菜を見て何をしてほしいか聞いてあげてね。」
と教科書では教えてくれないことも長年野菜作りに携わってきた方だ
からこそ話せる話をしています。
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　令和４年５月₂₁日（土）に、子育て部門職員春季研修

を行いました。例年、子育て部門の職員₅₀₀余名が一堂

に会し、研修を実施していましたが、この２年間は新

型コロナウイルス感染症のため、中止またはオンライ

ンでの開催を余儀なくされていました。春季研修は理

事長から当法人の動向や福祉に携わる職員としての心

構えなどを聴く貴重な機会であり、外部講師の講演を

子育て部門の全職員が受けられる唯一の機会です。教

育・保育理念「感性豊かで生きる力をそなえた子どもを

育てるために」の実現のためにも、また部署間・職員間

の横のつながりを強め、相互の理解や連携を法人の強

みとして今後に活かしていくためにも必要な研修とし

て長年続けられてきました。

　そこで令和４年度は集合型で開催できないかと、研

修部会で検討を重ね、会場を参加人数の３倍ほどが収

容できる浜松市北区にあるサーラ音楽ホールに決定し

ました。しかし、大型連休明けということもあり、直

前まで感染拡大の不安が拭えず、大規模の３園は自園

でのオンライン参加という苦渋の決断をし、その他₁₈

部署は感染対策を万全に施した会場での参加として当

日を迎えました。

　理事長からの講話は地域社会の中での福祉職として

園の在り方を今一度振りかえり、意識を高める機会と

なりました。職員からは「社会の変化やニーズ、地域の

課題などを解決していくためにも、園としての役割が

ますます大切になってくることを感じ、職員として自

分が何をすべきか考えさせられました。」「地域の子育

てを支援することも園の大切な役割と知り、園の事業

に携わっていることに誇りを感じました。」などの感想

が聞かれました。幼児教育・保育の専門性を高め、そ

のスキルを様々な場面で社会貢献につなげ、ご利用者

やご家族、地域のニーズに応えるべく、法人職員とし

て意思の統一をすることができました。

　全体講演には東京大学教授  遠藤利彦氏を外部講師

としてお招きしました。『乳幼児期におけるアタッチメ

ントと非認知的な心の発達』という演題でご講演頂き、

子どもの育ちの原点でもある愛着について学びを深め

ることができました。乳幼児期に安心できる避難地が

あることが“自己信頼”の土台となり、そこから“他者信

頼”の心が育まれ、自己と社会性の発達が非認知能力に

繋がっていくという講演内容は、今年度の職員研修の

目的である“子どもの心の理解”に通じる内容で、今後

の教育・保育の実践につながる意義深い研修となりま

した。

　初めて集合型の春季研修に参加した職員は、会場の

雰囲気や講師の先生の思いを直に感じ、新鮮さと集合

型で受講する意義を感じたようでした。

　午後は“特色ある７つの活動”にあわせた分科会を計

画していましたが、こちらも感染予防のため園ごとに

この１年間の活動をより充実させていけるよう計画し、

学びを深めていきました。

　各園での研修や話し合いの内容は、今後それぞれの

園で実践されていきます。

　乳幼児期は人生の土台となる大切な時期です。子ど

もたちの成長・発達を見守り促す中で研修の成果を活

かしてまいりたいと思います。

子育て部門職員
春季研修をおこなって

▲午前の部、理事長講話（サーラ音楽ホールにて）

子育てセンターなかぜ
園長

本間　規子
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　今年度、知的障がい者施設にて強度行動障がいのあ
るご利用者に対する支援を積極的に推進していくため
の取り組みとして、「実践報告会」を行っています。実
践報告会の流れは、①実践に向けた勉強会（６月）、②
実践中間報告（₁₀月）、③最終報告（２月）となります。

　令和４年６月₂₄日に第１回実践報告会（勉強会）を開
催し、各施設から₂₂名が参加しました。赤石寮施設長
より、「自閉症とは何か」という基礎的な内容や、「構造
化」などの有効的な支援方法について、実践に向けた具
体的な講義を受け、実際に、「理解」や「スキル」に関す

るアセスメントのデモンストレーションを行っ
たり、構造化支援の様子を映像で見たりしなが
ら支援への理解を深めました。
　強度行動障がいのあるご利用者に対する支援
は、生活のしづらさを解消するために取り組む
べき支援です。それぞれのご利用者に適した支
援を職員が実践し、ご利用者が安心して日常生
活を送ることができるよう努めていきます。

　静岡県から委託を受けている「ふじのくに型学びの心
育成支援事業」は、令和４年度で受託から６年目を迎え、

「静岡県生活困窮者等就労準備支援事業」は５年目を迎
えました。両事業にご協力いただいている企業を一つ
ご紹介します。
　革細工体験の講師として、浜松市天竜区の二俣クロー
バー通り商店街にありますSpiral（スパイラル）の福澤
郁子様にご協力いただきました。Spiralは、主にジー
ンズ等を販売する衣料店として営業しています。また、
浜松で染織したデニム生地や、天竜地域で食用や害獣
駆除で排出される鹿や猪などの生皮を再利用し、地域
の素材を生かした製品作りをしています。両事業のプ
ログラムの一つとして、その
皮革を使用した革細工体験を
行いました。革細工体験では、

「物作り体験を通して、手作り
の楽しさや達成感を味わい、
自己肯定感を高めること」や、

「環境や命の尊さについて考え
るきっかけづくり」を目的にし
ています。

　皮革には、野生動物のため鉄砲の穴や傷がついてい
ることがありますが、それも個性としての魅力の一つ
と言えます。素材が持つ個性を見つけ、自分が気に入っ
た皮革で作成した革細工は世界に一つだけの作品とな
ります。物作り体験を通して、両事業の参加者が物作
りの楽しさを実感し、職業選択について考えるきっか
けになっていることを期待しています。
　最後に、当法人の受託する両事業にご理解とご協力
いただいております関係者の皆様には、心より感謝申
し上げます。

実践報告会（勉強会）について

委託事業を通じた地域の企業紹介
～地域の素材を生かした物づくり～

▲Spiralの福澤郁子様

▲実践に向けた勉強会の様子 ▲デモンストレーションの様子

入所支援課
ソーシャルワーカー

岩堀　初音

地域福祉課
ソーシャルワーカー

村松　唯菜

Spiralさんおすすめ商品をご紹介します‼

表面に天竜の鹿革や猪革を使用した
ミニウォレット
東京のレザーブランドOPUS（オーパス）
とのコラボ商品

Spiralオリジナルの
靴用クリーム
左： 天竜の鹿脂、蜜蝋、ヒノキ精油を配合
右： 天竜の猪脂、蜜蝋、クロモジ精油を配合

営業時間　11：00～19：00　（定休日：木曜日）
静岡県浜松市天竜区二俣町二俣1385　☎0539-25-6001
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　2022年５月に留学生２名、９月に特定技能外国人１名が新たに
仲間に加わりました。留学生は、現在日本語を学びながら、特別
養護老人ホームしんぱらの家で週28時間のアルバイトをしていま
す。一方、特定技能外国人は介護老人保健施設さいわいで正規職
員として勤務しています。まだまだ慣れない環境の中でも一生懸
命頑張っている３名を紹介します。

ナン ローさん（左）
［出身地］　ミャンマー

留学生

趣 味
サイクリング、スポーツ、
ホラー映画（日本の映画怖い(ノД`)・゚ ・。

日本で
してみたい

こと
スカイツリーに行ってみたい！

好きな
食べ物 きゅうり、スイカ、じゃがいも

なぜ
日本に
来たか

日本人の働き方を経験したい。
日本の介護技術を勉強したい。

好きな
日本語 優しい

なぜ介護
の仕事を
しようと
思ったか

祖母の世話をしたが、
あまりできなかったから。

マイ ジン マー トゥンさん（右）
［出身地］　ミャンマー

趣 味
旅行、映画鑑賞

（タイの映画が好きです）

日本で
してみたい

こと
富士山とスキー場に行ってみたい！

好きな
食べ物

カレー、きゅうり、ジャガイモ
※まだ好きな日本食には出会ってないようです。。。。

なぜ
日本に
来たか

日本の介護技術を学びたい。

好きな
日本語 おやすみなさい☆彡

なぜ介護
の仕事を
しようと
思ったか

高齢者が長生きできるよう、将来は
ミャンマーで介護施設を創りたい。

フォーメロサ カレン ケイト タバフンダさん　　［出身地］　フィリピン特定技能

趣 味 映画鑑賞
日本で

してみたい
こと

富士山を見たい、
ディズニーランドに行きたい。

好きな
食べ物 ラーメン、天ぷら、餃子

好きな
日本語 お疲れさま

なぜ
日本に
来たか

子供のころからの夢

なぜ介護
の仕事を
しようと
思ったか

フィリピンで看護師の勉強をしたから、
活かす仕事に就きたかった。
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原則として、令和４年４月～令和４年７月までに、当法人にいただいた苦情等は次のとおりです。
貴重なご意見ありがとうございました。
◆受付件数　　○法人全体：99件 （うち公表可69件）
◆主なサービス種別ごとの受付代表事例

障がい者関係事業　　30件 （うち公表可21件）

	 施 設 名 	� 厚生寮	 是 正 日 	 令和４年６月６日
	 件 　 名 	� 職員の対応について
	 ご意見/ご要望の内容 	� 居室にてご利用者から「職員にガス抜きや摘便などの際に『このような医療行為が多くなると当該施設をでてい

かないといけないかもしれない』と言われたことやコールをした際も『今押されても…（困るというニュアンス）』と言
われた。最近できないことが増えてきて不安になってきている。コールしても対応できないこともあることはわかっ
ているが押すのを迷ってしまう」と話があった。

	 対 応 内 容 	� 当該ケアワーカーと面談を実施し、どのような説明をしたか確認を行いました。ご利用者へは「ケアワーカーでは
看護師のような医療行為ができない」と伝えておりましたが、ご利用者がその説明を受けて、出ていかないとい
けないと受け止めたと考えられます。是正としてご利用者が不安な気持ちになるような表情や態度はとらないよ
うにすることや当該ご利用者が快適な生活を維持していくための改善策を多職種で検討し、当該ご利用者に
対しても支援内容を丁寧に提案いたします。またコールについては遠慮なく押してほしいことをお伝えし、職員
には押すことをためらうような態度をとらないよう周知いたしました。当該ご利用者に施設を急に出ていくことはな
いことを説明し、ご了承いただきました。

高齢者関係事業　　26件 （うち公表可20件）

	 施 設 名 	� しらいと	 是 正 日 	 令和４年５月30日
	 件 　 名 	� 当日の夕方に他事業所へ移動するよう話があった件について
	 ご意見/ご要望の内容 	� ご家族より、「担当のケアマネジャーから連絡があり、事前の連絡がなく、当日の17時頃に事業所を移るよう

話があった。急な連絡であり、常識がないだろう。たらいまわしにするのか。」と電話があった。
	 対 応 内 容 	� ご家族には施設として今すぐ対応できなくなったと誤って伝わっており、来所された際に、「安全を考慮すると、

事業所の移動も1つの方法であると考えていた」旨を説明しました。当該ご利用者は見守りの手薄な時間の転
倒リスクが高いことから以前利用していた事業所へ移動することを検討しておりました。担当ソーシャルワーカー
からその旨をケアマネジャーに伝え、ケアマネジャーが早急に移動が必要だと誤解したことやご利用者の相談に
関して担当ソーシャルワーカーはご家族よりケアマネジャーに相談する機会が多く、ご家族に、施設の意向が正
しく伝わらなかったことが原因です。是正としてケアマネジャーへ施設の意向を伝える際は５W１Hを確実に報告
することや家族との連絡を密に行うことを心がけることで再発防止に努めます。

地域福祉関係事業　　27件 （うち公表可20件）

	 施 設 名 	� 掛川市東部地域包括支援センター	 是 正 日 	 令和４年５月24日
	 件 　 名 	� ケアマネジャーが話を聞いてくれないことについて
	 ご意見/ご要望の内容 	� 申立者より、「担当ケアマネジャーが話を聞いてくれない。夫はパーキンソン病であるのに、意向の確認を電話

で済ますのはどうかと思う。」と電話があった。
	 対 応 内 容 	� 担当ケアマネジャーが訪問し、話を聞く予定を立てており、訪問の日程調整はメールで行っていました。しかし

申立者からのメールが迷惑メールフォルダに入り、それを見落としていました。今後は、メールや電話等の非対
面のやり取りでは、互いの感情の行き違いが発生するため、基本的には対面で対応してまいります。申立者
へ謝罪し、今後の対応について説明いたしました。

子育て関係事業　　８件 （うち公表可２件）

	 施 設 名 	� 天竜厚生会ちゃるか	 是 正 日 	 令和４年６月８日
	 件 　 名 	� 朝の送迎忘れについて
	 ご意見/ご要望の内容 	� 申立者より、「自宅で待っているが送迎が来ない。」と電話があった。
	 対 応 内 容 	� 職員2人で業務日誌や送迎表の確認をしていましたが、日付を勘違いしておりその後の確認も不十分であった

ため、出発前には業務日誌と送迎表の基本事項（日付、利用児童）の確認を徹底し、送迎中には児童名を
声に出しての確認や最終のチェックを行うことといたしました。また、送迎に携わらない職員についても利用人
数を意識して受け入れや送り出しを行います。申立者へ謝罪のうえ送迎が遅れる際には必ず連絡することをお
伝えし、ご了承いただきました。

苦情受付の公表について（定期報告）

受け付けた苦情等は、記載した事例の他にも、以下の天竜厚生会ホームページに掲載しております。
★URL：https://www.tenryu-kohseikai.or.jp/koukai/complaints/list/

【お問い合わせ】
監査指導部 監査指導課
　TEL：053-583-1424
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ご 寄 付
ありがとうございます
◎�ご厚意に沿うべく、 大切に活用
　させていただきます。

●浜名
　［6月］
　　小澤　逸子様
　［7月］
　　原田　安弘様

ご 寄 贈
ありがとうございます
◎�ご厚意に沿うべく、 大切に活用
　させていただきます。

●浜名
　［5月］
　　岩本　弘様
　［6月］
　　遠州開発㈱浜松カントリークラブ様
●天竜ワークキャンパス
　［7月］
　　㈱森修焼様

ボ ラ ン テ ィ ア
◎貴重なお時間を頂き
　ありがとうございました。

施設サービス課
●浜名
　　野口　めぐみ様
　　老川　裕美様
　　岡村　哲司様

●翠松苑
　　大野　博志様
　　赤佐６区花の会様
　　長崎　邦子様
　　戸田　さかゑ様

●しんぱらの家
　　有谷　まり子様

●天竜厚生会城北の家
　　吉田　たい子様

●さやの家
　　掛川市赤十字奉仕団様

●しらいと
　　青山　秀子様
　　笠井　喜美子様
　　桐部　敬子様
　　佐野　孔彦様

●くんまデイサービスセンター
　　熊幼稚園様
　　ひでちゃん様

地域福祉課
●地域福祉課
　　藤澤　安浩様
　　静岡県立天竜高等学校　ボランティア部様

子育て支援課
●子育てセンターすぎのこ
　　西村　晴子様
　　小倉　啓子様
　　宮地　武夫様
　　お話の会様

●子育てセンターやまびこ
　　島　全良様
　　森下　薫様
　　小倉　啓子様
　　酒井　まち子様
　　お話の会様

●子育てセンターこまつ
　　北嶋　史雄様

●子育てセンターきぶね
　　速水様
　　西村　晴子様

善意の皆さま
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●子育てセンターしばもと
　　更生保護女性の会様
　　鶴田　則子様
　　市川　良子様
　　鈴木　テル子様

●子育てセンターしんぱら
　　ひらまつファーム様
　　折金　早苗様
　　足立　香代様
　　竹内　博之様
　　長崎　邦子様
　　田坂　満恵様
　　木下　和明様
　　鈴木　静代様

●子育てセンターなかぜ
　　坂口　智香様
　　渥美　京子様
　　渡瀬　和子様
　　保護者ボランティア様

●子育てセンターかきのみ
　　太田　礼子様
　　内山　啓子様
　　大橋　正和様
　　JAとぴあ浜松　中瀬支店様
　　全国社会福祉協議会　大城　正利様
　　橋本　啓一様

●子育てセンターみゅうのおか
　　榊原　安宏様
　　橋本　啓一様
　　お話の会様

●子育てセンターさやのもり
　　梅田　昭好様
　　橋口　平様
　　佐藤　文子様
　　桜木デイサービスききょう様
　　おはなしのたね掛川様

●子育てセンターひだまり
　　伊藤　義典様
　　岡田　喜久雄様
　　河村　行雄様
　　杉谷南地区様
　　成瀬　光宏様
　　藤田　静雄様
　　落合　賢次様
　　鈴木　金雄様

　　鈴木　富雄・陽子様
　　櫻井　節子様

●子育てセンターとものもり
　　中村　一雄様
　　平尾　紘様
　　おはなしのたね　平野　直子様

●子育てセンターみなみしま
　　鈴木　美帆様

●子育てセンターとみがおか
　　井口　君夫様
　　えほんを楽しむ会様
　　鈴木　忠男様
　　馬渕　富美子様
　　静岡産業大学様

●子育てセンターにじいろ
　　鈴木　ふみ子様
　　大庭　功様
　　鈴木　彰宜様
　　佐藤　省二様
　　山本　加代子様
　　山下　玲央奈様
　　鈴木　那奈様

●すずかけっこ保育園
　　おはなしのたね掛川様
　　後藤　富位様
　　鈴木　由郎様

●なぎさ保育園
　　本興寺（玉葉院）様
　　石田　正明・たづ子様
　　静岡県子ども読書アドバイザー　青島　智深様
　　河辺　勝彦様
　　柴田農園様
　　すこやかファーム様
　　人形劇「どんぐり」様
　　小野田時計店様

●やまびこ児童クラブ
　　島　全良様

福祉サービス課
●福祉サービス課
　　静岡県立浜北西高等学校様
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詳細は、マイナビ、リクナビでご覧ください！

総合職総合職 介護職介護職 保育職保育職

IMAGINATION CREATIVE&イマジネーション
（想像）

クリエイティブ
（創造・工夫）

中途採用も随時実施しています！ＨＰを要チェック♪

少しの興味があればOK！
参加してどんな仕事をしているのかぜひ体験してみてください！！

2024卒   1 d a y 仕 事 体 験 も 実 施 中 ！
夏

法人理解

冬
職場理解

秋
職種理解

福祉
・介護の仕事は…

お問い合わせ
天竜厚生会　総務課　採用担当　　TEL：053-583-1115

天竜厚生会
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